
 
 
 

１ 改定のポイント 

○ 計画期間：平成 29～32 年度 

○ 成果指標：見直し 

 

 

 

 

 

 
 

（理由） 

・「新潟県産の食品をどう思うか」を直接問うものであり、従来の設問に比べて答えやすくなる。 

・現行指標は、大規模な食品事故等の発生に伴う報道の量により、左右されやすい傾向にある。 

 

○ 重点取組：ＨＡＣＣＰ＊ に基づく衛生管理の普及推進 

       ＊ HACCP（ハサップ）：国際的に推奨されている食品衛生管理の手法 

  ① 中小規模の事業者に対する普及啓発・導入支援の強化 

  ② 消費者の認知度向上 

  ③ 食品衛生監視員の導入支援能力の強化 
 

２ 施策の視点と体系 

  

 

にいがた食の安全・安心基本計画の改定方針（案） 

現行成果指標：新潟県における食の安全確保の取組が十分に行われていると感じる 

県内外の住民の割合 

見直し（案）：新潟県内で生産・加工・製造された食品が安全だと思う県内外の 

住民の割合 

      （目標）基準年度（平成 29 年度）から増加させる 

施策９ 県からの情報発信の強化 

施策 10 食品関連事業者から消費者への情報提供の推進 

施策 11 消費者、食品関連事業者、県の相互理解の推進 

施策 12 食育を通じた食の安全・安心に対する理解の推進 

施策 13 食の安全・安心に係る人材の育成 

 

視点１ 

安全で安心な 

食品の提供 

視点２ 

食の安全･安心
を 育 む 信 頼 関
係の確立 

食
の
安
全
・
安
心
の
推
進 

施策１ 安全で安心な農作物等の提供の推進 

施策２ 安全で安心な畜産物の提供の推進 

施策３ 安全で安心な水産物の提供の推進 

施策４ 安全で安心な加工食品の提供の推進 

施策５ 添加物、農薬、動物用医薬品、飼料の適正使用の徹底 

施策６ 食品等の放射性物質検査の実施 

施策７ 食品等の適正な表示の徹底 

施策８ 危機管理体制の整備 

 

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
普
及
推
進 



取組指標 施策ごとの達成度を測る

改定計画案（20指標）

施策 No
計画改定前
（24年度）

目標値
（28年度）

担当
課

区分 No
最新値
（27年度）

目標値
（32年度）

担当
課

1 76,759ha 85,000ha
農産
園芸

見直し 新設 1 67農場 120農場
農産
園芸

2 17,010人 20,000人
農産
園芸

見直し

3 6回 6回 畜産 変更 2 90% 100% 畜産

4 241戸 280戸 畜産 見直し

5 15箇所 16箇所 水産 見直し 新設 3 15漁協 15漁協 水産

6 2港 3港 漁港 見直し

7 100% 100%
生活
衛生

継続 4 100% 100%
生活
衛生

※県食品衛生監視指導計画で、業種ごとに年間回数を設定。　対象延べ業種数：30,220（H27） ※県食品衛生監視指導計画で、業種ごとに年間回数を設定。　対象延べ業種数：24,190（H28.12.31現在推計）

8 100% 100%
生活
衛生

継続 5 100% 100%
生活
衛生

9 100% 100%
生活
衛生

継続 6 100% 100%
生活
衛生

※県食品衛生監視指導計画で、業種ごとに年間回数を設定。　対象延べ業種数：1,661（H27） ※県食品衛生監視指導計画で、業種ごとに年間回数を設定。　対象延べ業種数：1,150（H28.12.31現在推計）

10 1,119人 1,200人
農産
園芸

継続 7 972人 1,200人
農産
園芸

11 35.2% 50%
生活
衛生

施策９へ整理 新設 8 100% 100%
生活
衛生

12 71,785 200,000
生活
衛生

継続 9 56,004 70,000
生活
衛生

13 1,084人 1,500人
生活
衛生

見直し

14 14回 20回
生活
衛生

施策９・10へ整理

指　標　名

①
安
全
で
安
心

な
農
作
物
等
の

提
供
の
推
進

特別栽培農産物等面積

※県内耕地面積（田畑計）：173,900ha (H23)

エコファーマー累積新規認定件数

※県内販売農家数：66,601戸 (H22.2.1）

②
安
全
で
安
心

な
畜
産
物
の
提

供
の
推
進

家畜衛生に関する講習会の開催回数

畜産安心ブランド生産農場の認定戸数

畜産農場における飼養衛生管理基準の遵
守率

⑥
食
品
等
の
放
射
性
物
質
検
査

の
実
施

県から食の安全・安心についての情報が十
分に提供されていると感じる県民の割合
※県民意識調査で把握

⑤
添
加
物

、
農

薬

、
動
物
用
医
薬

品

、
飼
料
の
適
正

使
用
の
徹
底

広域流通食品製造施設に対する監視指導
回数達成率

農薬販売店等に対する講習会受講者数

県ホームページ「食の安全インフォメーショ
ン」年間閲覧数

メールマガジン「にいがた食の安全・安心通
信」配信登録者数

店頭掲示板「にいがた食の安全インフォメー
ション」の情報更新回数（年間）

③
安
全
で
安
心

な
水
産
物
の
提

供
の
推
進

高度な鮮度・衛生管理施設導入荷捌き所数

※県内荷捌き施設保有漁港数：26 （H28）

衛生管理型漁港の整備港数

④
安
全
で
安
心

な
加
工
食
品
の

提
供
の
推
進

飲食店・製造業・販売業に対する監視指導
回数の年間達成率

加工食品の検査件数の年間達成率

※県食品衛生監視指導計画に基づく微生物・理化学検査（放射性物質検査は除く）

飲食店・製造業・販売業に対する監視指導
回数の年間達成率

加工食品の検査件数の年間達成率

※県食品衛生監視指導計画に基づく微生物・理化学検査（放射性物質検査は除く）

広域流通食品製造施設に対する監視指導
回数達成率

農薬販売店等に対する講習会受講者数

現行計画（24指標）

食品の放射性物質検査件数の年間達成率

※県食品の放射性物質検査計画に基づく検査

県ホームページ「食の安全インフォメーショ
ン」年間閲覧数

鮮度・衛生管理対策についての啓発・指導
を行う漁協数

指　標　名

認証GAPの取得農場数

新設…４指標

継続…16指標

（うち３指標は名称や集計方法を変更）

見直し…８指標



施策 No
計画改定前
（24年度）

目標値
（28年度）

担当
課

区分 No
最新値
（27年度）

目標値
（32年度）

担当
課

再
9

100% 100%
生活
衛生

継続
再
6

100% 100%
生活
衛生

15 97.4% 100%
生活
衛生

継続 10 99.8% 100%
生活
衛生

16 1,276店舗 1,200店舗
食品・
流通

継続 11 1,306店舗 1,200店舗
食品・
流通

※対象店舗数：5,999　（H26経済産業省 商業統計表　飲食料品小売業等事業所数） ※対象店舗数：5,999　（H26経済産業省 商業統計表　飲食料品小売業等事業所数）

17 100% 100%
生活
衛生

継続 12 100% 100%
生活
衛生

再
11

35.2% 50%
生活
衛生

変更 13 57.9%
（24年度）

70%
生活
衛生

再
12

71,785 200,000
生活
衛生

継続
再
9

56,004 70,000
生活
衛生

再
13

1,084人 1,500人
生活
衛生

見直し

再
14

14回 20回
生活
衛生

継続 14 11回 20回
生活
衛生

再
14

14回 20回
生活
衛生

継続
再
14

11回 20回
生活
衛生

18 201,903人･日 24万人程度
地域
農政

見直し

19 38% 50%
生活
衛生

継続 15 43.7% 50%
生活
衛生

20 23.4% 30%
生活
衛生

見直し 新設 16 3,421人 5,000人
生活
衛生

※県民意識調査で把握

21 2,732人 3,000人
食品・
流通

継続 17 2,559人 3,000人
食品・
流通

再
21

2,732人 3,000人
食品・
流通

継続
再
17

2,559人 3,000人
食品・
流通

22 約4,400人 10,000人
生活
衛生

継続 18 9,350人 10,000人
生活
衛生

23 73% 100%
生活
衛生

変更 19 42.5%
（28年度）

50%
生活
衛生

24 4,677人 4,300人
農産
園芸

継続 20 2,769人 2,900人
農産
園芸

⑬
食
の
安
全
・
安
心
に
係

る
人
材
の
育
成

食育ボランティア登録数

にいがた食の安全・安心サポーター活動の
年間利用者数

食品衛生監視員のＨＡＣＣＰ研修受講率

健康危機管理に関する研修受講率（年間）

※食品の健康危機管理に対応する県の機関：保健所、県生活衛生課等

⑨
県
か
ら
の
情
報
発
信
の

強
化

県から食の安全・安心についての情報が十
分に提供されていると感じる県民の割合

県ホームページ「食の安全インフォメーショ
ン」年間閲覧数

メールマガジン「にいがた食の安全・安心通
信」配信登録者数

店頭掲示板「にいがた食の安全インフォメー
ション」の情報更新回数（年間）

⑩
食
品
関
連
事

業
者
か
ら
消
費

者
へ
の
情
報
提

供
の
推
進

店頭掲示板「にいがた食の安全インフォメー
ション」の情報更新回数（年間）

学童等体験活動参加者数（中山間地域におけ
る農山漁村体験＝グリーン・ツーリズム誘客数）

⑧
危
機

管
理
体

制
の
整

備

農薬管理指導士認定者数

⑪
消
費
者

、
食

品
関
連
事
業

者

、
県
の
相
互

理
解
の
推
進

⑫
食
育
を
通
じ

た
食
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る

理
解
の
推
進

食育ボランティア登録数

指　標　名

健康危機管理に関する研修受講率（年間）

※食品の健康危機管理に対応する県の機関：保健所、県生活衛生課等

県が食の安全・安心についての情報を提供
していることを知っている県民の割合

県ホームページ「食の安全インフォメーショ
ン」年間閲覧数

食育ボランティア登録数

⑦
食
品
等
の
適
正
な

表
示
の
徹
底

広域流通食品製造施設に対する監視指導
回数達成率

食品衛生責任者実務講習会受講率（県所
管分）

食品表示ウォッチャーによる調査店舗数

指　標　名

食品衛生監視員のＨＡＣＣＰ研修受講率（年
間）

農薬管理指導士認定者数

食の安全・安心に関する講習を「非常に有
意義」と評価した利用者の割合（年平均）

食の安全に関する県民意見交換会の参加
者数

広域流通食品製造施設に対する監視指導
回数達成率

食品衛生責任者実務講習会受講率（県所
管分）

食品表示ウォッチャーによる調査店舗数

食の安全・安心に関する講習を「非常に有
意義」と評価した利用者の割合（年平均）

食品に関する苦情などが気軽に相談できる
と感じる県民の割合

食育ボランティア登録数

店頭掲示板「にいがた食の安全インフォメー
ション」の情報更新回数（年間）

店頭掲示板「にいがた食の安全インフォメー
ション」の情報更新回数（年間）

にいがた食の安全・安心サポーター活動の
年間利用者数


